
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】特別な液晶パネルを設ける必要がなく、表示む

らを抑えた上で、上下左右方向に視野角調整を行うこと

のできる液晶表示装置を得る。

【解決手段】ＦＦＳ方式により液晶分子が傾くように配

向制御されたＲＧＢの各画素の集合からなる表示画面を

有する液晶表示装置であって、上下方位あるいは左右方

位に液晶分子が傾くように配向制御され、画素ごとにス

イッチングすることなしに前記表示画面内で一括のＯＮ

／ＯＦＦ電圧信号が印加される視野角制御画素２０をさ

らに備える。ＲＧＢ画素とは独立した視野角制御画素２

０を備えることにより、上下左右方向に視野角調整を行

うことのでき、さらに、視野角制御画素に印加する電圧

信号を調整することにより、むら等を抑えた液晶表示装

置を容易に実現できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 に よ り 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 の 集 合 か ら な る
表 示 画 面 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 画 素 ご と に ス イ ッ チ
ン グ す る こ と な し に 前 記 表 示 画 面 内 で 一 括 の 電 圧 信 号 が 印 加 さ れ る 視 野 角 制 御 画 素 を さ ら
に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 視 野 角 制 御 画 素 に 印 加 さ れ る 前 記 電 圧 信 号 の 信 号 セ ン タ 値 が 、 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素
の コ モ ン 電 圧 と 等 し く な る よ う に 調 整 す る 視 野 角 制 御 電 圧 調 整 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 視 野 角 制 御 電 圧 調 整 部 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 の 制 御 信 号 と 同 期 し 、 か つ 、 す べ て の 視 野 角
制 御 画 素 に 同 一 の 信 号 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 視 野 角 制 御 を 可 能 と す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 Ｆ Ｆ Ｓ （ Ｆ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ
　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ： フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ ） 方 式 を 用 い た 液
晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 、 特 に Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ： 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ ） を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 が 、 広 く 携 帯 電 話 か ら 大 型 テ レ ビ に ま で 採 用 さ れ て い る 。
こ の よ う な 中 で 、 複 数 人 に よ る 視 認 を 考 慮 し た 場 合 に は 、 正 面 以 外 の 視 野 か ら も 表 示 内 容
を 視 認 で き る 広 視 野 角 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 秘 匿 モ ー ド を 有 す る 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 こ の よ う な 背 景 の も
と に 、 そ の 一 例 と し て 、 図 ８ に 示 す よ う な 秘 匿 モ ー ド を 有 す る デ ィ ス プ レ イ が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 図 ８ に お い て 、 液 晶 パ ネ ル を 裏 側 か ら 照 ら す バ ッ ク ラ
イ ト と し て は 、 指 向 性 の 強 い も の が 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 通 常 の 液 晶 パ ネ ル と こ の 指
向 性 バ ッ ク ラ イ ト と の 間 に 、 散 乱 状 態 お よ び 非 散 乱 状 態 を 切 り 替 え ら れ る 、 例 え ば 、 ポ リ
マ ー 分 散 型 液 晶 パ ネ ル （ 散 乱 非 散 乱 ス イ ッ チ 層 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 散 乱 層 が 非 散 乱 状 態 の 場 合 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 は 、 正 面 に し か 照 射 さ れ な い た
め 、 斜 め か ら は 表 示 を 見 る こ と が で き な い 。 一 方 、 散 乱 層 が 散 乱 状 態 の 場 合 に は 、 バ ッ ク
ラ イ ト の 光 は 、 斜 め 方 向 に も 照 射 さ れ る た め 、 斜 め か ら 表 示 を 見 る こ と が で き 、 表 示 を 複
数 人 で 共 有 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 通 常 の 液 晶 パ ネ ル と は 別 に 、 特 別 な 液 晶 パ
ネ ル を 設 け る こ と が 必 要 で あ る た め 、 高 価 に な っ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 、 コ モ ン 電 極 の 形 状 を く の 字 状 に す る こ と に よ り 、 視 野 角 の 改 善 を 図 っ た 従 来 の Ｆ
Ｆ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の
Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 の 平 面 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 １ ０ は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 電
圧 印 加 に よ る 液 晶 分 子 の 動 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 液 晶 の 倒 れ る 向 き を 規 定 す る た め に
、 く の 字 状 の コ モ ン 電 極 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 液 晶 分 子 は 、 電 圧 無 印 加 状 態 で は 、
図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 垂 直 方 向 を 向 い て い る 。 一 方 、 液 晶 分 子 は 、 電 圧 印 加 状 態 で
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は 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 コ モ ン 電 極 に よ る 斜 め 電 界 の 影 響 で 決 め ら れ た 方 向 、 す
な わ ち 、 コ モ ン 電 極 の 伸 び る 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 倒 れ る 。 こ れ に よ り 、 く の 字 と 対 応 す る
２ 方 向 に 液 晶 を 倒 す こ と が 可 能 と な り 、 良 好 な 視 野 角 を 持 つ 液 晶 表 示 装 置 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ７ ２ ５ ２ ９ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に あ っ て は 、 次 の よ う な 課 題 が あ る 。 コ モ ン 電 極 を
く の 字 形 状 と す る こ と に よ り 、 特 定 の 方 向 の 視 認 性 は 改 善 さ れ る も の の 、 必 要 に 応 じ て 秘
匿 性 を 持 た せ る よ う に 切 り 替 え る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 特 別 な 液 晶 パ ネ ル を 設 け
る 必 要 が な く 、 表 示 む ら を 抑 え た 上 で 、 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ と の で き る 液
晶 表 示 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 に よ り 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ た
Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 の 集 合 か ら な る 表 示 画 面 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 上 下 方 位 あ る い
は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 画 素 ご と に ス イ ッ チ ン グ す る こ と な し
に 前 記 表 示 画 面 内 で 一 括 の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 電 圧 信 号 が 印 加 さ れ る 視 野 角 制 御 画 素 を さ ら に 備
え る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 に よ り 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画
素 と と も に 、 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 画 素 ご と
の ス イ ッ チ ン グ 回 路 を 有 し な い 視 野 角 制 御 画 素 を さ ら に 形 成 す る こ と に よ り 、 特 別 な 液 晶
パ ネ ル を 設 け る 必 要 が な く 、 表 示 む ら を 抑 え た 上 で 、 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ
と の で き る 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ き 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 お よ び 視 野 角 制 御
画 素 の 平 面 図 で あ る 。 図 １ に お け る Ｒ Ｇ Ｂ そ れ ぞ れ の 画 素 は 、 画 素 電 極 と コ モ ン 電 極 １ １
と を 備 え て い る 。 各 画 素 に 設 け ら れ た こ の コ モ ン 電 極 １ １ は 、 く の 字 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 と は 別 に 、 視 野 角 の 制 御 を 行 う た め の 視 野
角 制 御 画 素 ２ ０ を さ ら に 有 し て い る 。 こ の 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ は 、 上 下 方 位 あ る い は 左 右
方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 と は 別 個 の 視 野 角 制 御 線 （ 図 示 せ
ず ） を 介 し て 制 御 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ し て 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ 内 に は 、 左 右 方 位 の コ
モ ン 電 極 ２ １ ａ あ る い は 上 下 方 向 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ の い ず れ か 一 方 が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に お い て は 、 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 し て い る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ を 示 し
て い る 。 視 野 角 制 御 線 を 介 し て こ の 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に 制 御 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り
、 前 後 方 向 あ る い は 左 右 方 向 に 液 晶 分 子 を 倒 せ る こ と と な り 、 視 野 角 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 と は 別 個 の 視 野 角 制 御 線 を 介 し て 印 加 電 圧 が 供 給 さ
れ る 。 そ し て 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ 用 の 独 立 コ モ ン 線 で あ る 視 野 角 制 御 線 を 透 明 電 極 で 形
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成 す る こ と に よ り 、 開 口 率 を 大 き く 取 れ る メ リ ッ ト が 得 ら れ る 。 ま た 、 コ モ ン 線 が 独 立 し
て い る こ と か ら 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ の 印 加 電 圧 を 任 意 の 波 形 と し て 入 力 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ は 、 表 示 に は 直 接 寄 与 せ ず 、 表 示 情 報 を 見 に く く す る た め に
寄 与 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 こ の 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に 対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側
に は 、 着 色 層 を 設 け る 必 要 が な い と い う メ リ ッ ト も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に お け る 電 圧 の 印 加 ／ 無 印 加 状 態 で の 液 晶 分 子 の 動 作 に つ い
て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す
る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ で の 液 晶 分 子 の 動 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に お い て 、 電 圧 が 印 加 さ れ て
い な い 場 合 に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 は 、 水 平 の 状 態 で あ る 。 従 っ て 、 視 野 角
制 御 画 素 ２ ０ の 表 示 は 、 黒 い ま ま と な り 、 全 体 の 表 示 に は 影 響 を 与 え な い 。 こ れ は 、 正 面
、 上 下 左 右 、 斜 め 視 角 に お い て も 同 様 で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 に よ る 表 示 自 体 は 、 全 く 自 然 に 使 え
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に お い て 、 電 圧 が 印 加
さ れ た 場 合 に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 分 子 は 、 コ モ ン 電 極 の 中 央 部 お よ び コ モ
ン 電 極 間 の 中 央 部 で 、 垂 直 に 立 っ た 状 態 と な る 。 従 っ て 、 左 右 方 向 か ら み た 場 合 に は 、 左
右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ が 入 っ た 部 分 は 、 明 る く 光 が 抜 け て く る こ と と な る 。 逆 に 、 上
下 方 向 か ら 見 た 場 合 に は 、 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ が 入 っ た 部 分 は 、 光 が 漏 れ て こ な
い こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に 対 し て 、 上 下 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ を 有 す る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に お い て 、 電
圧 が 印 加 さ れ た 場 合 に は 、 図 ２ （ ｂ ） と は ９ ０ 度 異 な る 方 向 に お い て 、 液 晶 分 子 は 、 コ モ
ン 電 極 の 中 央 部 お よ び コ モ ン 電 極 間 の 中 央 部 で 、 垂 直 に 立 っ た 状 態 と な る 。 従 っ て 、 左 右
方 向 か ら み た 場 合 に は 、 上 下 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ が 入 っ た 部 分 か ら は 、 光 が 漏 れ て こ
な い こ と と な る 。 逆 に 、 上 下 方 向 か ら 見 た 場 合 に は 、 上 下 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ が 入 っ
た 部 分 は 、 明 る く 光 が 抜 け て く る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 結 果 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に 電 圧 を 印 加 し た 状 態 に お い て 、 左 右 方 向 か ら の 視 野 に
対 し て は 、 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す る 視 野 角 制 御 領 域 は 白 、 上 下 方 位 の コ モ ン
電 極 ２ １ ｂ を 有 す る 視 野 角 制 御 領 域 は 黒 と し て 認 識 さ れ る こ と と な る 。 逆 に 、 上 下 方 向 か
ら の 視 野 に 対 し て は 、 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す る 視 野 角 制 御 領 域 は 黒 、 上 下 方
位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ を 有 す る 視 野 角 制 御 領 域 は 白 と し て 認 識 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の パ タ ー ン が Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 に よ る 通 常 の 表 示 パ タ ー ン に 重 な る こ と と な り
、 そ れ ぞ れ の 画 素 に お い て 、 左 右 方 向 お よ び 上 下 方 向 か ら パ タ ー ン を 見 た 場 合 に は 、 何 が
書 い て あ る の か 分 か ら な く す る こ と が で き 、 表 示 情 報 に 秘 匿 性 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の よ う に 、 そ れ ぞ れ の Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 に 対 応 す る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に は 、 左 右 方 位 の
コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 す る 画 素 、 あ る い は 上 下 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ｂ を 有 す る 画 素 の 何
れ か 一 方 が 存 在 す る こ と か ら 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 左 右 方
向 お よ び 上 下 方 向 か ら の 両 方 の 視 野 に 対 す る 表 示 を 白 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
正 面 以 外 か ら の 視 野 に 対 し て 秘 匿 性 を 有 す る 表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ の 電 圧 印 加 に よ る 視 野 角 依
存 の 輝 度 分 布 を 示 す 図 で あ り 、 視 野 角 制 御 画 素 が 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 ２ １ ａ を 有 し て い
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る 場 合 を 示 し て い る 。 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 に は 、 正 面 と 上
下 左 右 か ら の 斜 め 方 向 と も に 、 輝 度 は 黒 画 面 に 相 当 す る 輝 度 に な る 。 一 方 、 視 野 角 制 御 画
素 ２ ０ に 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 に は 、 正 面 は 黒 で あ る が 、 左 右 か ら の 斜 め 方 向 は 光 が 抜 け
て き て 明 る く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 結 果 、 左 右 方 位 の 斜 め 方 向 の み に 光 が 漏 れ て く る の で 、 左 右 方 位 の 斜 め 方 向 か ら 見
る と 表 示 さ れ て い る 画 面 を 認 識 し づ ら く な り 、 情 報 に 秘 匿 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 画 素 近 傍 の 平 面 図 で
あ る 。 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ へ の 電 圧 印 加 は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 行 う こ と が で き る
。 ま た 、 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 画 素 近 傍 の 別
の 平 面 図 で あ る 。 本 発 明 に お け る 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ は 、 画 素 ご と に ス イ ッ チ ン グ 制 御 す
る 必 要 は な く 、 表 示 画 面 全 体 と し て 、 表 示 情 報 に 秘 匿 性 を 持 た せ た い 場 合 に 一 括 し て 電 圧
が 印 加 で き れ ば よ い 。 そ こ で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ の 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ は 、 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ を 解 す る こ と な く 、 信 号 線 と 直 接 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 に お け る 交 流 の 印 加 電 圧 信 号 と コ
モ ン 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ と の 関 係 を 示 し た 図 で あ り 、 信 号 振 幅 に 応 じ て 視 野 角 制 御 画 素 に 電 圧 を
印 加 す る こ と と な る 。 Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 に お け る 電 圧 信 号 は 、 画 素 に 印 加 さ れ た 後 に ス イ ッ チ
ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ の 突 き 抜 け に よ り 電 圧 が 下 が る 。 従 っ て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 コ モ
ン 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ は 、 印 加 電 圧 信 号 の 信 号 セ ン タ 値 よ り も 低 い 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 先 の 図 ５ で 示 し た よ う に 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に は ス イ ッ
チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ を 設 け る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ に お い て は 、
Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 に お い て 生 じ て い た よ う な Ｔ Ｆ Ｔ の 突 き 抜 け 電 圧 が な い 。 そ の 結 果 、 視 野 角 制
御 画 素 ２ ０ と Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 と で は 、 最 適 な コ モ ン 電 圧 が 異 な る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し な が ら 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 の コ モ ン 電 圧 と 、 視 野 角 制 御 画 素 の コ モ ン 電 圧 と が 異 な る 場
合 に は 、 む ら 等 の 不 良 が 起 こ る こ と と な る 。 そ こ で 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 視 野 角 制
御 画 素 ２ ０ の 信 号 セ ン タ 値 を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 の コ モ ン 電 圧 と 等 し く す る よ う に 調 整 す る 視 野
角 制 御 電 圧 調 整 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 視 野 角 制 御 電 圧 調 整 部 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 の コ モ ン 電 圧 を 読 み 取 り 、 視 野 角 制
御 画 素 ２ ０ に 印 加 す る 電 圧 信 号 の 信 号 セ ン タ 値 が 、 こ の コ モ ン 電 圧 と 等 し く な る よ う に 調
整 し な が ら 、 印 加 電 圧 信 号 を 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 む ら 等 の 不 良 を 抑 え た 液 晶 表 示 装 置
を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｄ Ｏ Ｔ 反 転 の 信 号 線 の 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
図 ７ （ ａ ） は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 か ら な る 従 来 の 信 号 線 の 波 形 を 示 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 図
７ （ ｂ ） は 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ を さ ら に 備 え た 本 発 明 の 信 号 線 の 波 形 を 示 し て い る 。 図
７ に 示 す よ う に 、 視 野 角 制 御 画 素 ２ ０ が 追 加 さ れ た 場 合 に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 画 素 ＋ 視 野 角 制
御 画 素 の ４ 画 素 が １ 組 と な っ て そ の 繰 り 返 し の 配 列 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 視 野 角 制 御 画 素 の 交 流 の 印 加 電 圧 波 形 は 、 ４ 画 素 お き の 信 号 と な る た め 、 す べ
て が 同 相 の 信 号 と な る 。 そ こ で 、 視 野 角 制 御 電 圧 調 整 部 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 の 制 御 信 号 と 同 期
し 、 か つ 、 す べ て の 視 野 角 制 御 画 素 に 同 一 の 電 圧 信 号 を 出 力 す る こ と が で き 、 構 成 を 簡 略
化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 Ｒ Ｇ Ｂ 画 素 と は 独 立 し 、 個 別 に ス イ ッ チ ン グ 制
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御 す る 必 要 の な い 視 野 角 制 御 画 素 を 備 え る こ と に よ り 、 視 野 角 調 整 を 行 え る 液 晶 表 示 装 置
を 容 易 に 実 現 で き る 。 さ ら に 、 Ｒ Ｂ Ｇ 画 素 の コ モ ン 電 圧 と 等 し い 信 号 セ ン タ 値 を 有 す る 電
圧 信 号 を 視 野 角 制 御 画 素 に 印 加 す る こ と が で き 、 む ら 等 の 不 良 を 抑 制 し た 液 晶 表 示 装 置 を
実 現 で き る 。 さ ら に 、 視 野 角 制 御 画 素 に 印 加 す る 電 圧 信 号 と し て 、 同 相 の 共 通 化 し た 信 号
を 用 い る こ と が で き 、 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 お よ び 視 野 角 制 御 画
素 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 左 右 方 位 の コ モ ン 電 極 を 有 す る 視 野 角 制 御 画 素 で
の 液 晶 分 子 の 動 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 視 野 角 制 御 画 素 の 電 圧 印 加 に よ る 視 野 角 依 存 の 輝
度 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 画 素 近 傍 の 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 画 素 近 傍 の 別 の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 に お け る 交 流 の 印 加 電 圧 信 号 と コ モ
ン 電 圧 Ｖ ｃ ｏ ｍ と の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る Ｄ Ｏ Ｔ 反 転 の 信 号 線 の 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 秘 匿 モ ー ド を 有 す る 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の Ｒ Ｇ Ｂ 各 画 素 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 の 電 圧 印 加 に よ る 液 晶 分 子 の 動 作 の 説 明 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ １ 、 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 　 コ モ ン 電 極 、 ２ ０ 　 視 野 角 制 御 画 素 、 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 　 コ モ ン
電 極 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

解决的问题：获得一种液晶显示装置，该液晶显示装置能够在不提供特殊的液晶面板的情况下抑制显示不均的同时上下左右调整视
角。 A1。一种液晶显示装置，其具有由一组RGB像素组成的显示屏，所述RGB像素的取向通过FFS方法控制以使液晶分子倾斜，
并且控制取向以使液晶分子垂直或水平倾斜。 并且进一步包括视角控制像素20，在显示屏幕内向其施加集体的开/关电压信号而无
需为每个像素切换。 通过设置独立于RGB像素的视角控制像素20，可以调整上下方向的视角，并且，通过调整施加于视角控制像
素的电压信号，可以抑制不均。 液晶显示装置可以容易地实现。 [选型图]图1
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